
基礎研究の価値を問い直す

21世紀に入って，私たちの生活を取

り巻く情報環境は目まぐるしく変化し

ています．そして何より，その変化の

スピードがとてつもなく速いことに特徴

があります．ユビキタス，グリッド，セ

ンサネット，セマンティックWeb，

Web2.0，クラウド，ビッグデータな

ど，この10年間に喧伝されてきたキー

ワードの変遷からもそのことは明らか

でしょう．また，ネットワークにアクセ

スする情報機器も携帯・デスクトップ

からスマートフォン・タブレットへと移

り，その利用者層も子どもからお年寄

りまで広がっています．この変化に合

わせて，提供するサービスも異なる様

相を呈するとともに，環境の変化に合

わせた研究開発が求められています．

NTTコミュニケーション科学基礎研

究所（CS研）は，この情報環境の劇

的な変化の中において，情報と人間を

結ぶ新しい技術基盤の構築を目指し

ています．時代のニーズに即応するこ

とが求められるサービス開発と異なり，

基礎研究は中長期的な視点に立った

技術革新を求められます．しかし，変

化の速度が増している中で，基礎研究

の推進戦略も変えていかなければなり

ません．現在CS研では，情報科学，

人間科学にかかわるさまざまな学術領

域における研究を進めていますが，そ

れらは，Signal（信号），Media（メ

ディア），In te l l i g ence（知能）,

Human（人間）の４領野に大別する

ことができます（図）．ここで特筆す

べきことは，近年の成功例は，ほぼ例

外なく複数分野・技術の合わせ技であ

るという点です．この事実は，学術分

野においても，サービス開発において

もみてとることができるのです．これか

らの時代，研究者一人ひとりが複数の

分野に精通していることが求められて

いるともいえるでしょう．

果実（み）のなる樹木（き）を育

てたい

些細な発想の転換や，問題の発見

が新しい研究の種になります．そこに

水を撒いてあげるとしばらくして芽が

出てくるものがあります．さらに肥料

と陽の光を与えると，樹木（き）とし

て育ち，いずれ特許や論文という花が

咲きます．花は通常食べることができ

ませんが，やがて果実（み）となり，
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音声・言語・聴覚の最先端研究が拓く
コミュニケーションの未来

図　CS 研の研究領域 
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NTTコミュニケーション科学基礎研究所では，情報と人間を結ぶ新しい技
術基盤の構築を目指して，情報科学と人間科学の両面から研究に取り組んで
います．本特集では，基礎研究として比較的長い歴史を持つ音声・言語・聴
覚分野を取り上げ，さらに最新のトレンドを紹介します．
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摘み取ることができるようになります．

それでも，収穫した果実がそのまま食

べられるとは限りません．硬く熟して

いないものもあれば，酸っぱいものや，

毒のあるものさえあります．料理の素

材として姿を変えて使われることも少

なくありません．さらに，貯えて寝か

せておく場合もあります．

いずれにしても，果実が何らかのか

たちで人々の口に入り滋養となること

によって初めて，研究の成果が技術と

して使われ，世の中の役に立ったとい

うことになります．樹木とは研究その

ものであり，そして「果実（み）のな

る樹木（き）を育てる」ことが，基礎

研究所のもっとも重要な役割です．CS

研創立以来20年の余を経て，実社会

で使われているCS研発の技術が少しず

つ増えています．メディア探索，音声

認識，残響制御，質問応答，統計翻

訳，質感情報学など，最近の代表的

成功例を分析してみると， 実は，種

を蒔いてから果実を食べてもらうまで

に10年の時間を要していることが分か

ります．

音声・言語・聴覚の最先端研究

本特集の音声・言語・聴覚に関す

る５つの記事は，すべてCS研における

最新の研究成果に関するものですが，

それぞれの研究状況を前述した流れの

中で整理してみると，その位置付けは

さまざまです．

『革新的発展期を迎えた統計翻訳』

の機械翻訳技術は，30年以上にわた

る研究の歴史を経て，ようやく本格的

実用化の時代となりました．革新的発

展期を迎える裏には，長年の研究によ

る言語資源とノウハウの蓄積だけでな

く，近年の技術革新があります．

『みんなの会話を聞き取るコンピュー

タを目指して』と『音声と言語の一体

型学習に基づく音声認識技術』では，

音声認識技術の最新動向を紹介しま

す．衆議院の議事録作成に音声認識

が使われるようになるなど，音声認識

技術も実用化の時代を迎えています．

ひと言で「音声認識」といっても，使

われる環境や用途によって解決すべき

さまざまな課題があり，ここにも複数

技術の組合せが競争優位な新しい技術

を生み出す，その萌芽をみてとること

ができます．

『発話リズムを抽出・制御する音声

信号処理』は，人間の発話メカニズム

に関する研究から生まれた成果です．

人間の声は発話器官の運動によって音

として生成されますが，音声処理に関

する情報科学の技術と組み合わせるこ

とによって，興味深い展開が開けよう

としています．

『聴くことと身体を感じることのかか

わり』は，人間の身体感覚と聴覚との

関係を世界で初めて解き明かした研究

です．現在やっと花が咲いたところで，

これからどんな実がなるのか楽しみなと

ころです．

基礎研究を担うCS研では，「こんな

ことは面白いんじゃないか」「こんなこ

とはできないだろうか」などのふとした

思いつきを種として，そこから生まれ

育った果実をそろえています．そして

技術の系譜を絶やさぬよう世代を超え

てこの果実を貯えていくことも使命の

１つです．こうしたたくさんの果実の

食べごろはいつなのか，どう料理した

ら美味しいのか，こうした課題には，

現場のニーズ，市場の動向をよく知る

専門家とともに最適な解をスピーディ

に探していきたいと考えます．
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基礎研究の成果（果実）は，新たな価値
創造に向けた宝の山にもなれば，単なるが
らくたの集まりにもなり得ます．私たちの
メニューを少しでも多くの方に知っていた
だければと考えています．
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